
（様式） 

 

「自然災害軽減のための国際協力のあり方検討委員会」分科会の設置について 
 

分科会等名： 人材育成・国際ネットワーク分科会  
 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

 

自然災害軽減のための国際協力のあり方検討委員会 

 

 

２ 委員の構成 15 名以内の会員、連携会員 

３ 設 置 目 的 地球規模で発生する自然災害の軽減には、防災先進国相互

のあるいはこれと潜在的危険国・地域との協調による防災・

減災研究とその実践が鍵となる。特に地震に代表される自然

災害に対しては、日本の先進技術、国内外における災害とそ

の復旧・復興に関する経験に基づく支援が期待されている。

これらを真に効果的・効率的に提供するためには、その担い

手と受け手の育成が必須である。 

本分科会では、その実現に向けて、正しい科学的知識と技

術のみならず、それぞれの国や地域の実情を理解する国際感

覚を持った人材を国内および国外に育成すること、また発災

前から後にわたり連続的かつ迅速な国際連携を可能とする

人的ネットワーク整備、などを実践的に展開するために必要

な戦略について、短期的および中長期的視野から議論する。

４ 審 議 事 項 1. 国際感覚を持つ人材の育成戦略。 

2. 迅速な国際連携を可能とする人的ネットワークの整備

戦略。 

時限設置：平成 22 年 4 月 22 日～平成 23 年 5 月 31 日 ５ 設 置 期 間 

常設 

６ 備    考  

 


